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第３章 資 料

この章では，具体的な学習指導案と教材の例を掲載しました。ただ

し，37ページから41ページまでの学習指導案の例は「学習内容」，「学

習活動」「留意事項／評価の観点・方法」のみを載せてあります。ま

た教材の例の横置きのページと65ページは，Ｂ４版で印刷すれば生徒

用のワークシートとして使用することができます。日々の授業の中で

活用してください。

更に，これらの例を参考に，自分なりの工夫された指導法や教材を

開発していってください。

学習指導案の例……………………………………３６～４１

教材の例 ……………………………………………４２～６５
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［学習指導案 書式］例

○○高等学校 数学科（科目○○）学習指導案 指導者 ○○○○ 印

１ 日 時 平成 ○○年 ○○月○○日（○曜日）第○限

２ 学 級 ○年○組（類型，スタディ）男子○○名，女子○○名 計○○名

３ 教 材 使用教科書 ○○○○○○○ （発行所 ○○○）

４ 単 元 第１節 ○○○○ ××時間

第２節 ○○ ××時間（本時○／○○）

第３節 ○○○ ××時間

５ 単元の目標

６ 本時の目標

７ 指 導 計 画

段階 時間 学 習 内 容 学 習 活 動
指導上の留意事項

／評価の観点・方法

導入 ○分

｢関心・意欲・態度」

「数学的な見方や考え方」

｢表現・処理」

｢知識・理解｣などの

展開 ○分 指導の観点や，本時

の評価項目を記入す

る。

整理 ○分

８ 評価

＜学習指導案の例＞
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数学Ⅰ ２次関数（２次不等式）
学 習 内 容 学 習 活 動 留意事項／評価の観点・方法

数学的な見方や考え方（記号化）
長方形の土地で横が縦より２ｍ ・ 縦の長さを xｍとして不等式を立てる。
長いとき，面積を８ｍ２ 以上にす x(x+2)≧8 文章を読んで，関係を不等式に表す。
るには，縦の長さの範囲をどのよ x２＋2x－8≧0
うしたらよいか。

・ 解き方の手順を学習する。
用語：「２次不等式」「不等式の解」
「不等式を解く」

(1) ２次関数 y= x２＋2x－8のグラフを描く。 グラフを描いて，分かりやすくする。
x２＋2x－8≧0を解く。 (2) y=0 となる xの値を求める。

・ x２＋2x－8= 0 を解いて x= 2 ,－4 y = 0の場合
(3) y≧0 となる xの値の範囲を求める。 ･ グラフを利用して，不等式を解くとき

＋ ＋ ・ グラフから y≧0 となる xの値の範囲 の原理が理解できるようにする。
は x≦－4，2≦xである。

-4 2 ※(1)～(3)の過程が
「２次不等式 x２＋2x－8≧0を解く」

－ ことである。
数学的な見方や考え方（類推）

2x２－3x－1＞0を解く。 ・ y=2x２－3x－1のグラフを描き，x軸との交 前の例と比較し√が入っていても同様
点を求める。 に考えればよいことを強調する。
3－÷17 3＋÷17

・x＜ ， ＜x
4 4 を導く。

（練習プリント） 数学的な見方や考え方（統合） ･ グラフの概形を毎回描かせる。
(1) (x＋1)(x－3)≧0 (8) －x２＋3x－1＜0 ･ x軸との位置関係に着目して解かせる。
(2) 2x(x－3)≦0 (9) (x＋1)２＞0 ･ 答えの表現方法で戸惑う生徒が多いと
(3) x２－3x＋2≦0 (10) x２＋6x＋9≧0 思われるので，注意したい。
(4) 3x２＋2x－1＞0 (11) x２＋6x＋9≦0 ･ ２次不等式の解の形が，グラフと関係
(5) 2x２＋5x＋1＜0 (12) x２＋6x＋10＞0 しいることに気付かせたい。
(6) x２＋6x－2≧0 (13) x２＋6x＋10＜0
(7) x２≧4 数学的な見方や考え方 表現・処理

プリントを自己採点,自己評価させて回収

整理 数学的な見方や考え方（統合） a＞0 のとき （Ｄ＝ b ２－4acとする）

符号 ax２＋bx＋c＝0 の解 ax2＋bx＋c＞0 の解 ax2＋bx＋c≧0 の解 ax2＋bx＋c≦0 の解 ax2＋bx＋c＜0 の解

Ｄ＞０ a(x－α)(x－β)=0
x=α，β x x x x
(α＜β)

x＜α，β＜x x≦α，β≦x α≦x≦β α＜x＜β

Ｄ＝０ a(x－α)２＝０
x=α x x x x

α α α α

x＜α，α＜x すべての数 x=α 解なし
(x≠αであるすべ
ての数)

Ｄ＜０ 解なし
x x x x

すべての数 すべての数 解なし 解なし

＜留意事項＞
・ 表をゆったりめに板書して，２～３書き方の例を紹介し，残りの部分は生徒に考
えさせる。 方程式・不等式とグラフの関係を考え
・ 残りの部分は，生徒に指名して書かせる。 ながらまとめる。
・ x軸との共有点の個数と D = b２－4acの符号との関係については，「２次関数とグ
ラフ」の章で学習済みであるが，復習の機会とする。 D = b２－4acの符号で場合分けをする。
・ 特に(1) D＜0, a＞0 のとき，常に ax２＋bx＋c＞0

(2) D＜0, a＜0 のとき，常に ax２＋bx＋c＜0 についてはグラフとの関 ・ 常にグラフを意識して解かせる。
係について一層明確にして指導する。

・ a＜0のときは両辺に－１をかけて a＞0 にして考えればよいことに気付かせる。

＜学習指導案の例＞
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数学Ⅰ 図形の計量（三角比）
学 習 内 容 学 習 活 動 留意事項／評価の観点・方法

・ 校庭にある樹木の高さが知りた １ 略図を描く。数学的な見方や考え方（記号化） 図示する。
い。どのような測り方があるか。 数学的な見方や考え方（単純化）

２ 自由な発想で答えてみよう。 ・ 自由な発想で数学的に考えさせる。
＜予想される回答例＞ ＜実測＞
･ 樹木にはしごを掛け，巻き尺を垂らして測る。 ＜置き換え＞
･ 高さが同じになるような棒で測る。 ＜単位＞
･ 一定の高さのブロックを積み上げてその個数
で測る。 ＜比＞ 出された考えを
･ 一定の長さの棒を木と平行に立てて遠くから 分類して考え方
写真を撮り，比で計算する。 ＜相似＞ をまとめる
･ 同じ時間に木の影の長さと地面に垂直に立て
た１ｍの棒の影を測り，比で求める。 ＜三角比＞
･ 木の根元から一定の距離の地点で仰角を測
り直角三角形の辺の比を用いて求める。

１ 木と棒と影の長さを図に表す。
ある時刻に１ｍの棒を地面に垂 ２ 三角形を記号で表す。 Ｂ
直に立てたところ，影の長さが 数学的な見方や考え方（記号化）
1.2ｍであった。 このとき，木の 数学的な見方や考え方（単純化）
影の長さは６ｍであった。木の高
さは何ｍか。 Ｂ′

Ａ′ Ｃ′ Ａ Ｃ
３ 三角形の相似の関係から直角をはさむ２辺の
長さの比が等しいことを利用する。

数学的な見方や考え方（演繹）
△Ａ'Ｂ'Ｃ' ∽△ＡＢＣより
1：1.2 ＝ＢＣ：6 ∴ＢＣ＝5

４ 比の値で考える。
1 ＢＣ
＝

1.2 6

数学的な見方や考え方（類推）
１ 図に表す。 問題の本質を変えずに，考えやすくす

棒の影の長さが上と同じとき， ２ 三角形を作図する。 るために，簡略化した図を書く。
高さが120ｍの塔の影の長さは
何ｍか。 ３ 影の長さを xｍとする。

４ 比で考える。
1 120
＝

1.2 x
５ xの値を求める。 ∴ x＝144（ｍ）

・ 相似な直角三角形では,直角をは Ｂ
さむ２辺の比の値は，三角形の大 数学的な見方や考え方（一般化） c ・ 中学での既習事項「相似な三角形の
きさによらず常に等しい。つまり， a 対応する辺の長さの比はすべて等し
∠Ａの大きさＡが一定ならば， い」を十分に復習する。
△ＡＢＣの大きさによらず 正 接 A Ｃ

ＢＣ a ・ 特に 「∠Ａの大きさＡが一定なら
比の値 は一定である。 tanＡ＝ ば，比の値は一定である 」ことを強ＡＣ b b

調する。この値を tanＡで表し，ﾀﾝｼﾞｪﾝﾄ
（正接）という。 数学的見方や考え方（特殊化） 日常生活の中で，関連する例を紹介する。

参 考 例
高速道路の標識などの「上り勾配６％」

こう

６ｍ

100ｍ

（評価問題プリント）
１ 図に表す。 図示する。

目の高さが 1.5ｍの人が，平地
に建っているビルから10ｍ離れた ２ 高さを xｍとする。 ・ 図形の計量に三角比を用いることの
ところに立って，ビルの屋上を見 よさが実感できるようにする。
上げた。その角度が27 ﾟであった xｍ
とき，ビルの高さは約何ｍか。 27゜ 知識・理解 （tan の定義の理解）

1.5ｍ 評価問題プリントを自己採点させて回
収する。

角度Ａ→実数値 tanＡの対応表
(三角比の表)を調べる。 10ｍ

tan 27゜≒ 0.5095 ３ 式で表す。 x－1.5tan 27゜＝
10

４ tan 27゜の値を表で調べる。
５ xについて解く。
∴ x≒6.595 約6.6（ｍ）

＜学習指導案の例＞
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＜学習指導案の例＞

数学Ａ 場合の数と確率（二項定理）
学 習 内 容 学 習 活 動 留意事項／評価の観点・方法

・(a＋b)３，(a＋b)４などの展開式を ･ (a＋b)２,(a＋b)３，(a＋b)４ を実際に展開する。
考える。 ･ 係数だけ取り出してみる。 ・ 生徒に計算させる。

･ 数字の並びはどんな仕組みなのか考える。
数学的な見方や考え方（帰納）

数学的な見方や考え方（抽象化）
パスカルの三角形

１ １ ２ １ １ ３ ３ １
１１ × １ １ ×１ １ ・ 筆算で計算させてみる。
１２１ １ ２ １ １ ３ ３ １
１３３１ １ ２ １ １ ３ ３ １ ・ 特に係数だけ取り出して書き並べ
１４６４１ １ ３ ３ １ １ ４ ６ ４ １ てみると，仕組みが分かりやすい。

･ 見方を変え，左の図で上から下へ行く最短経
路の総数を考える。数学的な見方や考え方(類推) 視点を変えて，既知の事項を活用さ

せる。
1 ・ n=４のとき 数学的な見方や考え方（帰納） ・ 最短経路の求め方を復習する。

左４回，右０回 ４Ｃ０＝1
1 1 ‥‥‥‥ n = 1 左３回，右１回 ４Ｃ１＝4 具体的に n＝１,２,３，４の場合で

左２回，右２回 ４Ｃ２＝6 考えさせる。
1 2 1 ‥‥‥ n = 2 左１回，右３回 ４Ｃ３＝4

左０回，右４回 ４Ｃ４＝1
1 3 3 1 ‥‥ n = 3

・ 一般に n回のときを考える。
1 4 6 4 1 ‥ n = 4 nＣ０，nＣ１，‥ ，nＣ r，‥，nＣ n

これが（a＋b)nの展開式における
an
，an－１b，････，an－rbr

，‥‥，bn
の係数である

ことを納得する。数学的な見方や考え方（一般化）

(a＋b)n＝ nＣ0an
＋nＣ1an－１b＋‥‥＋nＣran－rbr

＋‥‥＋ nＣnbn
・ 二項定理の基本型を理解させる。

・(a＋b)(a＋b)‥‥(a＋b)

n個
n個の（ ）から bを r個選ぶと考えると
その方法は nＣ r通りあることを確認する。 既知の事項を活用して説明する。
→ nＣ ran － rbr

数学的な見方や考え方（統合）

二項定理の活用例
・ (a＋b)５において a＝ x，b＝－2 と考えて， 置き換えて考えさせる。

(x－2)５の展開式を求めよ。 計算する。 数学的な見方や考え方（特殊化）

【練習１】 ・ x３が登場する項に注目して計算する。 関係する項だけに注目させる。
(2x－1)６ の x３の係数を求めよ。 (2x)３に注目して→ ６Ｃ３(2x)３(－1)３

・ (a＋b)と cで二項定理を使う。 a+bをひとかたまりで考えさせる。
(a＋b＋c)７における a３b２c２の 数学的な見方や考え方（単純化）
係数はいくつか。 → c２を含む項は ７Ｃ２(a＋b)５c２ 参考

→(a＋b)５の中で a３b２の係数は？ ７個の（ ）から aを３個選び，
→７Ｃ２×５Ｃ２ 残り４個の（ ）から bを２個

数学的な見方や考え方（拡張） 選ぶ。→７Ｃ３×４Ｃ２

【練習３】 (a＋b＋2c)５における ・ 例題と同様に(2c)２で考える。
a２bc２の係数はいくつか。 ・ この段階では，(n!)/(p!q!r!) の公

式は指導しない。

本時の評価 数学的な見方や考え方 表現・処理
C を用いた表現，係数が求められる
【練習１】プリント 自己採点・回収
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数学Ⅱ 式と証明・高次方程式（等式の証明）
学 習 内 容 学 習 活 動 留意事項／評価の観点・方法

・ 裁判では明らかな証拠しか使えな
推理小説で犯人を見付けるとき 等式の証明の基本を確認する。 いし，誰でも納得できるような論理
はっきりと認められる証拠だけか １ 不確定な場合，等号は使えない。 的な説明がいる。ここでは証明の仕
ら考えていく。推測は単なる予想 ２ 等式の変形は確実に行う。 方を考えさせる。
であって，証明には使えない。 ３ すべての場合に成り立つことを言う。 ・ 他の人に納得してもらえるような

書き方に留意させる。

数学的な見方や考え方（演繹）
次の等式を証明せよ。 １ 左の等式を証明する。 ・ まずは基本事項だけで，どこまで
(a２＋b２)(c２＋d２) ２ 別の証明方法も考える。 考えられるかを見る。

=(ac＋bd)２＋(ad－bc)２ ３ 解答例の中で間違っているものはないか考え ・ 意欲的に取り組もうとしているか。
る。 ・ 必要に応じて「(左辺)，(右辺)」
(1) 不確実な等号を用いたもの という語を用いる。
(2) 等式変形でつながりが切れているもの
(3) 一般性に欠けるもの ・ 生徒の解答の中から代表的なもの

解答例 （誤答を含む）を板書させる。
① (左辺) ② (右辺) ・ どれが正しく，どれが間違ってい

=a2c2+a2d 2+b2c2+b2d 2 =a2c2+2abcd+b2d2+a2d 2-2abcd+b2c2 るか，考えさせる。
=a2c2+2abcd+b2d 2+a2d 2-2abcd+b2c2 =a2c2+a2d 2+b2d2+b2c2 ・ 生徒に発問する。
=(ac+bd)2+(ad-bc)2 =a2(c2+d 2)+b2(c2+d 2)
=(右辺) =(a2+b2)(c2+d 2)

∴(左辺)=(右辺) =(左辺) ∴(左辺)=(右辺) ・ 代表的な解答例をプリントで示す。
・ 自分の解答とプリントの解答と比

③ (左辺) ④ (右辺)-(左辺) 較させる。
=a2c2+a2d 2+b2c2+b2d 2 =a2c2+2abcd+b2d2+a2d 2-2abcd+b2c2
(右辺) -(a2c2+a2d 2+b2c2+b2d2)
=a2c2+2abcd+b2d2+a2d2-2abcd+b2c2 =0 ・ 誤答例は何が間違っているのか。
=a2c2+b2d 2+a2d 2+b2c2 ∴(左辺)=(右辺)

∴(左辺)=(右辺)
？

誤答例 ⑤ 証明では不確定な｢＝｣は使えない。
?

⑤ (a2+b2)(c2+d 2)=(ac+bd)2+(ad-bc)2 ⑥ a2c2+2abcd+b2d2+a2d 2-2abcd+b2c2 ⑥ 左辺又は右辺からのつながりが
?a2c2+a2d 2+b2c2+b2d 2=a2c2+2abcd+b2d 2 =a2c2+a2d 2+b2d2+b2c2 分かりにくい。
+a2d 2-2abcd+b2c2 =a2(c2+d 2)+b2(c2+d 2)
? =(a2+b2)(c2+d 2) 何からスタートしているのか。a2c2+a2d 2+b2c2+b2d 2=a2c2+b2d2+a2d 2+b2c2
∴(左辺)=(右辺)

⑦ 特定の値のときには等式が成り立
⑦ a=1,b=2,c=3,d=4 とすると ⑧ (ac+bd)2+(ad-bc)2 つが，他の値について成り立つかど
(左辺)=(12+22)(32+42)=5×25=125 a2c2+2abcd+b2d2+a2d 2-2abcd+b2c2 うかは不明であるので、すべての場
(右辺)=(1×3+2×4)2+(1×4-2×3)2 a2c2+a2d 2+b2d 2+b2c2 合に成り立つことを証明しなければ

= 112+(-2)2 =125 a2(c2+d 2)+b2(c2+d 2) ならない。
∴(左辺)=(右辺) (a2+b2)(c2+d 2)

⑧ 等号を用いて表現する。
数学的な見方や考え方（定式化）

Ａ＝Ｂの基本的な証明方法 ① Ａ＝ ② Ｂ＝ ・ 証明の方法を左の図のようにまと
＝ ＝ める。
＝Ｂ ＝Ａ ・ 等式の証明の学習を通して，証明
∴ Ａ＝Ｂ ∴ Ａ＝Ｂ の正しい形式が身に付くように丁寧

に指導し，今後の学習（不等式の証
③ Ａ＝ Ｂ＝ 明など）の基礎となるようにする。
＝ ＝
＝Ｃ ＝Ｃ ∴ Ａ＝Ｂ

④ Ａ－Ｂ＝
＝
＝０ ∴ Ａ＝Ｂ

練習 次の等式を証明せよ。 ・ 練習問題を解く。 知識・理解 （証明の形式）
(a＋b)２－(a－b)２＝4ab プリントに解答させ回収，教員が採点

１ 条件の式をいかに用いるかを考える。
a+b+c=0のとき，次の等式が成 数学的な見方や考え方（類推） 連立方程式を解くとき，変数の数を
り立つことを証明せよ。 ２ a+b+c=0を変形して，cを a,bで表す。 減らす。

a２－bc＝b２－ac ３ これを，証明しようとする等式の左辺，右辺
へ代入して，等しいことを導く。 ・ 上のポイントが生かされているか。

４ 別の証明方法も考える。 ・ 上の別証を参考にする。

＜学習指導案の例＞
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数学Ⅱ 微分・積分の考え（面積）
学 習 内 容 学 習 活 動 留意事項／評価の観点・方法

愛知県の面積 白地図から愛知県の面積を求める。 50 km２ 程度の差を許す近似値で求める
（方法については各自工夫する） よう指示する。

各自の求積法の発表をする。 4500km２ から100km２ 刻みで挙手による
調査を行う。

関心・意欲・態度
実施状況，ワークシートの回収

区分求積法 地図全体をマス目で仕切り,個数を数えさせる。 なぜ細かくすると精度を上げられるかを
考えさせる。

「粗いマス目」と「細かいマス目」で仕切った
場合を比較する。

放物線と x軸とで囲まれた部分の 図形を長方形で分割して、近似値を求める。 ワークシートを用意し，５等分のグルー
面積（長方形分割） ５等分，10等分から n等分へ プと10等分のグループに分けて各自で計算

数学的な見方や考え方（一般化） をさせる。

1 1 2 n 1
n

k
n {(n)

２

+(n)
２

+･･･+(n )
２

} ＝ n∑(n )
２

数列と極限に関する計算についての復習
k=1 を交える。

1
n

＝ n3∑ k ２

k=1
1 1
＝ n３ 6 n(n+1)(2n+1)

＝
1 1 1 1
6 (1+n)(2+n) → 3 (n→∞)

定積分と面積

１ 具体例 (1) (2) (3) (4) (5)

(1)～(4)については，初等的に求め，(5)については長方形分割による。

２ S′(x)= f(x) (5)で別の見方を説明する。 増加関数のとき

＜ ＜

f(x)･h＜ S(x+h)－ S(x)＜ f(x+h)･h

f(x)＜ S(x+h)－ S(x)
＜ f(x+h)h

lim f(x)≦ lim S(x+h)－ S(x)≦ lim f(x+h)hh→0 h→0 h→0

３ 面積の定積分による表示 ∴ S′(x)= f(x)
数学的な見方や考え方（記号化）

x ３
S′(x)= x ２, S(0)=0 より S(x)=

3 定積分の定義の復習をする。S= S(2)－ S(1)

x ３ 2
不定積分と定積分に関して，数学史的な

= [ ] 説明を加える。

2

3
1

= ∫ x２ dx
1

（練習）放物線 y＝ x２＋1 と２直線
x＝－1，x＝2 で囲まれた部分 知識・理解 表現・処理
の面積を求めよ。 （練習）を含むワークシートの回収

＜学習指導案の例＞
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１ 不等式の表す領域

１ 科目 数学Ⅱ

２ 単元 図形と方程式（不等式の表す領域）

３ 内容・ねらい

不等式を満たす点の集合が座標平面上の一部分を表すことに気付かせる。（導入用教材）

平面図形と式との関係の理解を深めさせる。

４ 使い方

プリントを配付し，問題１を全体で考えた上で，問題２についても同様に考えさせる。

×印の所を曲線で結ばせて境界線について考えさせる。まとめで，それぞれのグラフで

の結果から，境界線の上部・下部，内部・外部に気付かせる。

５ 指導上の留意点

●×○で表す代わりに，境界線及び，斜線を使って表記することのよさに気付かせた

い。平面がf(x)の正領域，負領域と境界の三つに分かれることに着目させる。

発展では，境界線を先に考えさせ，境界線以外の格子点が不等式を満たすかどうかで

領域を考えさせる。

６ 解

y＞x＋2 (1) y＜－x－2 (2) y＞x２
ｙ ｙ ｙ

●●●●●●●●×○○ ○○○○○○○○○○○ ○○○●●●●●○○○
●●●●●●●×○○○ ○○○○○○○○○○○ ○○○×●●●×○○○
●●●●●●×○○○○ ×○○○○○○○○○○ ○○○○●●●○○○○
●●●●●×○○○○○ ●×○○○○○○○○○ ○○○○●●●○○○○
●●●●×○○○○○○ ●●×○○○○○○○○ ○○○○×●×○○○○
●●●×○○○○○○○ ｘ ●●●×○○○○○○○ ｘ ○○○○○×○○○○○ ｘ
●●×○○○○○○○○ ●●●●×○○○○○○ ○○○○○○○○○○○
●×○○○○○○○○○ ●●●●●×○○○○○ ○○○○○○○○○○○
×○○○○○○○○○○ ●●●●●●×○○○○ ○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○ ●●●●●●●×○○○ ○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○ ●●●●●●●●×○○ ○○○○○○○○○○○

(3) x２＋y２＞5２ (4) xy＞4 発展 (x－y－2)(x＋y)＞0
ｙ ｙ ｙ

●●●●●×●●●●● ○○○○○○●●●●● ×○○○○○○○○○○
●●×○○○○○×●● ○○○○○○×●●●● ●×○○○○○○○○○
●×○○○○○○○×● ○○○○○○○●●●● ●●×○○○○○○○×
●○○○○○○○○○● ○○○○○○○×●●● ●●●×○○○○○×●
●○○○○○○○○○● ○○○○○○○○○×● ●●●●×○○○×●●
×○○○○○○○○○× ｘ ○○○○○○○○○○○ ｘ ●●●●●×○×●●● ｘ
●○○○○○○○○○● ●×○○○○○○○○○ ●●●●●●×●●●●
●○○○○○○○○○● ●●●×○○○○○○○ ●●●●●×○×●●●
●×○○○○○○○×● ●●●●○○○○○○○ ●●●●×○○○×●●
●●×○○○○○×●● ●●●●×○○○○○○ ●●●×○○○○○×●
●●●●●×●●●●● ●●●●●○○○○○○ ●●×○○○○○○○×

＜教材の例＞



不等式の表す領域

y１ x，yを整数とするとき，座標平面上の点（x，y）では，
次の関係（●，×，○）のうちどれが成り立つか。

●
y＞x＋2 ･･････●
y＝x＋2 ･･････×
y＜x＋2 ･･････○

○ x
例 点（1，4）では，4＞1＋2 が成り立つので●となる。
例 点（1，0）では，0＜1＋2 が成り立つので○となる。

※他の点についても調べ，右の座標平面上に●，×，○
を付けてみよう。

２ 次の不等式を満たす点を図示しなさい。 （ただし，１目盛りを１とする）

●：次の不等式を満たす点
×：境界の点（｢＝｣が成り立つ点）
○：次の不等式を満たさない点

(1) y＜－x－2 (2) y＞x２
y y

x x

(3) x２＋y２＞5２ (4) xy＞4
y y

x x

※ 上の×印の所を直線や曲線で結んでみよう。

【まとめ】 y＞f(x) は y＝f(x)のグラフの の領域を示す。

y＜f(x) は y＝f(x)のグラフの の領域を示す。

x２＋y２＜r２ は 円 x２＋y２＝r２ の の領域を示す。

x２＋y２＞r２ は 円 x２＋y２＝r２ の の領域を示す。

【発展】 (x－y－2)(x＋y)＞0 はどのような領域を表すか。

(1) (x－y－2)(x＋y)＝0 は (2) 該当する領域に斜線を引いて

どのような図形を表すか。 みよう。

y y

x x
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２ 線形計画法

１ 科目 数学Ⅱ

２ 単元 図形と方程式

３ 内容・ねらい

線形計画法の問題は，一般には条件の不等式の表す領域Ｄを図示し，x，y の１次式

f(x,y)を k とおいて直線 f(x,y)＝k が領域Ｄと共有点をもつような k の範囲を調べ，

最大値や最小値を求めさせるものが多い。

実際の指導場面では多くの場合， f(x,y)＝k を y＝g(x)と変形するため，k の値が直線

y＝g(x)の y切片の中に現れることになるが，y 切片自身は領域Ｄの中には入ってこな

いのが普通である。生徒はこの点で理解できないことが多い。これを克服するために，

k の値を領域Ｄの中に表して最大値・最小値を考えられるように工夫した。

この方法の長所として，次の点が挙げられる。

(1) k の値が同じになる点が一つの直線上に並ぶので，考えやすい。

(2) 生徒の実習を伴うので，理解が深まる。

(3) 最大値，最小値を与える点が一目で分かる。

４ 使い方

教科書の例題を解説する前に，導入的に試みる。多少時間はかかるが，結果的には理

解が促進され，効果的である。

５ 指導上の留意点

この解法は，あくまでも点（x，y）が格子点の場合だけを扱っている。実際には領域

Ｄ内のすべての点に関して考えていることを指導しなければならない。

この方法は，k が同じ値をとる点が一直線上に並ぶことに気付かせるのが大きな目標

である。

６ その他

２の解答 （x，y）＝（5，3）のとき 最大値 11

（x，y）＝（0，0）のとき 最小値 0

３の解答 （x，y）＝（5/3，2/3）のとき 最大値 16/3

（x，y）＝（0，0）のとき 最小値 0

＜教材の例＞



線形計画法

１ 次の連立不等式の表す領域Ｄを太線で囲んで示せ。

3x＋2y≦21，x＋3y≦14，x≧0，y≧0

y
10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

x
0 1 2 3 4 5 6 7 8

２ 領域Ｄにおける x＋2y の最大値と最小値を求めたい。次の手順で求めよ。
(1) k＝x＋2y とおく。領域Ｄの格子点（ます目の交点）に，k の値を記入せよ。

(2) k の値が同じになる点は，どのように並んでいるか調べよ。

(3) 図から k の最大値と最小値を求めよ。

３ 2x＋y≦4，x＋2y≦3，x≧0，y≧0 を同時に満たす x，y に対し，2x＋3y の最大値
と最小値を求めよ。

y

x
０
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３ 対数の導入

１ 科目 数学Ⅱ

２ 単元 いろいろな関数（対数関数）

３ 内容・ねらい

下のような厚紙で作ったカードを13枚用意する。

表 128 64 32 16 8

裏 ７ ６ ５ ４ ３

表 4 2 1 0.5 0.25

裏 ２ １ ０ －１ －２

表 0.125 0.0625 0.03125

裏 －３ －４ －５

これら13枚のカードを用いた遊びの中で，なぜ対数を考えたのか，その必要性と便

利さを理解させることがねらいである。また，対数の計算の性質に気付かせることも

ねらっている。

４ 使い方

(1) 遊び方

例えば，32×0.0625＝2という計算をさっと暗算でできる人は多くはないであろうが，

32のカードの裏の5と，0.0625のカードの裏の－4の足し算 5＋(－4)＝1 ぐらいは暗算

で計算できるはずである。そこで裏が1のカードの表を見ると，先の掛け算の計算結果

2と一致する。図で示すと以下のようになる。

＜教材の例＞
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表 32 × 0.0625 ＝ ２

↓裏を見る ↑表を見る

裏 ５ ＋ －４ ＝ １

(2) 授業展開例(学習活動と留意事項のみ示す)

学習活動 留意事項

・ カードを使って以下の計算をする。 13枚１組のカードを生徒一人一人

問題 (1) 32×0.25 に用意する。

(2) 64×0.0625

(3) 0.03125×8

・ 問題を幾つか作って練習する。 グループをつくって実施すると，

予想される生徒の反応 多くのケースを目にすることになる

① 0.25×0.0625 の計算ができない。 ので左記のような疑問も出やすい。

② ５×３は計算できるのか？ ①の疑問に答える形にしたい。な

③ 割り算もできてしまう。 るべく生徒に気付かせるようにする｡

例：4÷0.125＝32（2－(－3)＝5）

・ カードによる掛け算の種明かしをする。 指数法則の復習をしながら種明か

手持ちのカードは しをする。
裏

表＝２

となっていることに気付く。

・ ５×３の計算についての考察をする。

・ ５と３のカードの裏に書く数字を考える。 対数の発見の歴史に触れるとよい｡
？

５＝２ → ？＝ log２５ とする。 最初からlog２5 とするのでなく，

生徒に記号をつくらせてもよい。

・ log２5 の大きさについて考える。 ５のカードの裏の数であることを
log25

２２＜２ ＜２３ から ２＜log２5＜３ 意識させる。

・ log２5＋log２3の計算についての考察をする。 白紙の３枚のカードで５と３のカ

ードを作り，対数の和の計算法則を

確認させる。

５ 指導上の留意点

logaMＲ＝RlogaM についても，数枚のカードを用いれば確認ができる。また，底を変え

た場合の１のカードの裏はどうなっているのかを考えさせることによって loga1＝0も確

認できるなど，工夫の余地はいくらでもある。いずれにしても生徒の発見を重視した授

業にしたい。

＜教材の例＞



対数の導入

１２８ ６４

３２ １６

８ ４

２ １

表

0.5 0.25

0.125 0.0625

0.03125



－２ －１

－４ －３

－５

裏

６ ７

４ ５

２ ３

０ １
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４ 軌跡

１ 科目 数学Ⅱ

２ 単元 図形と方程式（軌跡と方程式）

３ 内容・ねらい

軌跡とは，条件を満たす点が集まってできる図形であることを，実際に点を幾つかと

って描かせることにより，体験させ理解させる。

４ 使い方

ワークシートを配付したら，「よく読んでやってみよう」という指示だけでよいであ

ろう。机間指導しながら，間違っている生徒には，個別指導する。

５ 指導上の留意点

(1) 前時に，２定点からの距離の比が１：１である点の軌跡が直線になることを理解さ

せ，では２：１ならどうなるだろうかと考えさせておく。

(2) 定規を２本持って来るように，前もって指示しておく。

(3) ワークシートが完成した後，軌跡の方程式を計算により求める方法を指導し，円に

なることを確認させる。

＜教材の例＞



軌 跡

本時のポイント： 軌跡とは，ある条件を満たす点全体が作る図形である。

課題．２点Ａ(０，０)，Ｂ(６，０)からの距離の比が２：１である点Ｐの軌跡を考えよう。

(1) 右の図の x軸，y軸に１目盛が１ｃｍとなるように目盛を取ろう。
(2) ２点Ａ，Ｂを図示しよう。

(3) 条件ＡＰ：ＢＰ＝２：１を満たすように表を完成しよう。

点Ｐ ＡＰの長さ ＢＰの長さ

Ｐ１ ４ｃｍ ｃｍ

Ｐ２ ６ｃｍ ｃｍ

Ｐ３ ８ｃｍ ｃｍ

Ｐ４ １０ｃｍ ｃｍ

Ｐ５ １１ｃｍ ｃｍ

Ｐ６ １２ｃｍ ｃｍ

(4) 上の表を満たす点を，定規２本を使って探し図示しよう。

(例) 左図はＡＰ

＝6cm，ＢＰ＝3cm
に対する点Ｐの探し

方である。x軸より
下にも，条件を満た

す点はある。

(5) 条件を満たす点Ｐは連続しているはずである。(4)で取った点Ｐを滑らかな曲線で

結んでみよう。

(6) (5)で描いた図形が求める軌跡である。軌跡がどのような図形になったか，言葉で

説明し，その方程式を答えよう。

軌跡（言葉で説明）

軌跡の方程式

y

x
Ｏ

付録 定規を忘れた人は，下の部分を切り取って定規として使おう。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
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５ ２次曲線を描く（１）

１ 科目 数学Ｃ

２ 単元 式と曲線

３ 内容・ねらい

紙折りによってできる折り目が描いた曲線を考えることにより，２次曲線の定義につ

いての理解を深めさせる。

４ 使い方

ワークシートの中央で切って，Ｂ５サイズにしてから紙を折らせる。

紙折りの作業後，以下のことを板書し，２次曲線の定義について確認させる。

Ｐ Ｑ

Ｏ Ｆ

Ｆ Ｐ

Ｑ
ＦＰ＝ＱＰ ＯＰ＋ＦＰ＝ＯＰ＋ＰＱ＝ＯＱ（一定）

Ｑ Ｐ

Ｏ Ｆ

ＯＰ－ＦＰ＝ＯＰ－ＱＰ＝ＯＱ（一定）

５ 指導上の留意点

厳密には，包絡線の軌跡として考えなければならないが，実際の指導では上記の内容

だけで済ませたい。

＜教材の例＞



２次曲線を描く（１）

次に指示するとおりに，この紙を折ってみよう。

１

図の長方形の紙の下側の辺上

に適当な点Ｑを幾つも取り，点

Ｑが点Ｆに重なるようにして何

回も折ってみよう。

折り目が描く図形は何だろう

か。

Ｆ Ｆ

Ｑ Ｑ

２

Ｑ

円周上に適当な点Ｑを幾つも

とり，点Ｆに重ねて折り線 l を
Ｏ・ ・Ｆ l 作ってみよう。

３ l

Ｑ 円周上に適当な点Ｑを幾つも

とり，点Ｆに重ねて折り線 l を
Ｏ ・Ｆ 作ってみよう。

１

・Ｆ



２

・Ｆ

・Ｏ

３

・Ｆ

・Ｏ
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５ ２次曲線を描く（２）

１ 科目 数学 C

２ 単元 式と曲線

３ 内容・ねらい

定点（焦点）からの距離と，定直線（準線）からの距離の比が一定の点の軌跡が２次

曲線になることを視覚的・感覚的に理解させる。併せて数学のもつ美しさを知らせる。

４ 使い方

２次曲線の学習が終わったところで，プリントを配り，モアレ（斑紋）として見える

曲線がどんな曲線かを考えさせる。離心率について解説した後，実際に円の中心からの

距離と定直線（太い直線）からの距離の比が一定である点をとって結ばせる。つまり，

最初の円と１本目の直線の交点，２番目の円と２本目の直線の交点，…，ｎ番目の円と

ｎ本目の直線の交点をとって滑らかに結ぶと，それぞれ楕円，放物線，双曲線が現れて

くる。

最後に，円の中心と定直線がそれぞれ焦点と準線になっていることを証明する。

５ 証明

F(0,c)

e
P(x,y)

：
1

x

y

O

＜教材の例＞

の双曲線漸近線焦点

のとき

の楕円長径焦点

のとき

のとき

の放物線準線焦点

のとき

の軌跡を考えるである点比（離心率）が

からの距離のからの距離と直線点であるとき直線点
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２次曲線を描く（２）

離心率 ０＜ｅ＜１ 離心率 ｅ＝１



離心率 １＜ｅ
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６ 数え上げ

１ 科目 数学Ａ

２ 単元 場合の数と確率（数え上げの原理）

３ 内容・ねらい

最短距離で移動する道筋の数を規則的に数え上げる方法を知らせる。

数え上げの原理（図，表，文字や記号などを用いる）の有効性を知らせる。

４ 使い方

ワークシートを配付し，最短経路の道筋の数を数えさせる。数え方を工夫させる。

５ 指導上の留意点

場合の数を式で求める方法と比較して考えさせる。図を用いたこの数え上げの方法の

利点，欠点を考え，計算の便利さを認識させるようにする。

６ 解

【数え上げの原理】（図，表，文字や記号などを適切に用いて考える）

道筋を数え上げる（Ａ→Ｂへ最短距離で行く道筋の場合の数）

１→ ３→ ６→ Ｂ
【例１】 【考え方】① ③ ⑥ ⑩

Ｂ １＋２＝３ ３＋３＝６ ６＋４＝１０

↑ ↑ ↑ ↑
１ ２ ３ ４

１→ ２→ ３→
① ② ③ ④

１＋１＝２ ２＋１＝３ ３＋１＝４

↑ ↑ ↑ ↑
１ １ １ １

１→ １→ １→
Ａ Ａ① ① ① ①

【例１の解】

【各区画の幅が異なる例】も同様 【道が欠けている例】

Ｂ Ｂ
１ ４ １０ ２０ ３５ ５６ １ ４ １０ １５ ２６

１ ３ ６ １０ １５ ２１ １ ３ ６ ５ １１

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

↑ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

Ａ → Ａ

＜教材の例＞
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【階段状の道の例】 【複雑な例】
Ｂ Ｂ

４２ １３２ ４ １４ ２０ ４２ ８７

１４ ４２ ９０ １ ４ １０ ２０ ７ ２２ ４５

５ １４ ２８ ４８ １ ３ ６ １０ ７ １５ ２３

２ ５ ９ １４ ２０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ８

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ １ １ １ １ １ １ １

１ １ １ １ １ １ Ａ
Ａ

【パスカルの三角形】

１

１ １

１ ２ １

１ ３ ３ １

１ ４ ６ ４ １

【空間の例】

Ｂ

⑥ 30 90

③ ⑫ 30

① ③ ⑥

③ ⑫ 30

② ⑥ ⑫

① ② ③
① ③ ⑥

① ② ③

① ① ①
Ａ

＜教材の例＞




